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塩ビ系壁紙の再資源化技術の開発 
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1. はじめに 

ポリ塩化ビニル（以下，「塩ビ」と略す）系壁紙の年間生

産量は，壁紙全体の９割で約 20 万トンと推定され，施工や

解体時に順次建設廃材として年間 10 万トンが排出されてい

る。リサイクル率は１％未満と予測され，その取り組みと

して塩ビ樹脂部分とパルプ繊維部分に分離して，塩ビ樹脂

部分は再生樹脂原料として製造販売されているが，パルプ

繊維はその殆どが焼却や埋め立て処分されている現状にあ

る。年間排出量約２万トンのパルプ繊維が再利用できれば，

塩ビ樹脂の採算性向上に直結するだけでなく，パルプ繊維

も有価物として販売可能となる。 
そこで，塩ビ樹脂を除去した後の樹脂含有量が少ないパ

ルプ繊維回収技術の確立を目指すとともに，回収された繊

維を紙状に加工して再生品化を試みた。 

2. 試験方法 

2. 1 分離技術の検討 

（１）壁紙の分離処理 

施工時に排出された壁紙を 10cm 角程度に細かくして，以

下のような装置にて分離処理を施した。 

①一次分離処理装置 
壁紙を粉砕装置の容器内に投入して，特殊工具を高速回

転させた。壁紙は回転する工具と容器の内壁の間で，衝突

と打撃，摩擦が生じて塩ビ樹脂を微粉体化する。また，遠

心力と回転気流により軽質のパルプ繊維と重質の塩ビ樹脂

粉体が分離した。 

②二次分離処理装置 

一次分離されたパルプ繊維を，塩ビ樹脂粉体の粒径より

大きく濾過層の役割を果たすガラス製の媒体粒子が入った

容器に投入して，粒子とともに容器内で攪拌や振動を与え

て円運動などにより処理物の流動化を図り分離した。 

③三次分離処理装置 

二次分離された繊維を，貯水槽で攪拌して固まりを細か

くし，見掛け比重差を利用してその攪拌液を上澄み液とダ

スト水に分離した。この工程を３回以上繰り返した後，脱

水してパルプ繊維を回収した。 

（２）塩ビ樹脂粉体化試験 

塩ビ樹脂の粉体化の評価は，装置の回転速度を変化させ，

90ｇの壁紙を 40 秒間の処理を施した。粉体化された塩ビ樹

脂粉体は，粒度ごとに分類し重量にて含有率を算出した。 

（３）塩ビ樹脂含有率試験 

良質のパルプ繊維を回収するため，各分離処理工程にお

ける処理物を用いて，70％硫酸にて各処理物のパルプ繊維

や炭酸カルシウムなどを溶解し，残留した塩ビ樹脂量から

含有率を算出して分離処理工程の評価を行った。 

（４）パルプ繊維の寸法試験 

 回収されたパルプ繊維で紙を試作するため，光学顕微鏡

を用いてパルプ繊維の繊維長や繊維径を数十本測定した。 
2. 2 製紙化技術の検討 

（１）紙の製造 

 紙の製造は，回収されたパルプ繊維に接着剤や湿潤強化

剤などを添加せず，水と共に攪拌し溜め漉き法によりメッ

シュの異なる紗で漉して紙に加工した。なおメッシュ数は

2.54cm 間における織物のたて糸及びよこ糸本数を表す。 

（２）塩ビ樹脂含有率試験 

紗の大きさを選定するため，試作した紙を顕微鏡観察す

るとともに，各紙のパルプ繊維などを溶解して残留した塩
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ビ樹脂量から含有率を算出した。 

（３）強伸度試験 

 選定した紗で試作した紙は，引張強さと伸び率を JIS P 

8113 に準じて測定した。 

3. 結果と考察 

3. 1 分離処理技術 

（１）塩ビ樹脂の粉体化 

 粉砕装置の回転速度と塩ビ樹脂の粒度分布の関係を図１

に示す。周速 50m/sec では粉体化が殆ど進行せず，粒径が

500μm以上と粒が大きくパルプ繊維との分離も十分でなか

った。また 90ｇの壁紙に対するパルプ繊維の回収量は５ｇ

と僅かであった。これに対して，周速 150m/sec と臨界速度

に達すると急速に粉体化や分離が進み，粒径は 500μm 以下

に幅広く分布し，パルプ繊維の回収量も 29ｇに向上した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）分離工程と塩ビ樹脂粉体含有率 

 分離工程と塩ビ樹脂含有率の関係は，図２に示すように

分離工程の進行にともない塩ビ樹脂含有率が低減する傾向

を示し，比重分離３回目には５％以下に含有率を低減でき

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）パルプ繊維の寸法 

回収パルプ繊維の繊維長は２種類に大別されており，全

体の約 68%が 2.1mm 前後の長い繊維であった。残りは短い

繊維で 0.5mm 前後の長さであった。これは，粉砕処理によ

り分繊化された長い繊維と，塩ビ樹脂に固着した繊維が切

断され短い繊維に分別されたためと考えられる。 

さらに，紙の主原料である広葉樹のパルプは 1.5mm，針

葉樹では 3.0mm 前後である（１）ことから，回収パルプ繊維

でも紙が製紙可能と考える。 
3. 2 製紙化技術 

（１）紗のメッシュの選定 

回収したパルプ繊維を用いて，溜め漉き法で紙の試作を

行った。その結果，80 メッシュのように細かい紗を用いる

と，図３に示すとおり粒径 500μｍ程度の塩ビ樹脂粉体が大

量に残留することがわかった。逆に 20 メッシュや 40 メッ

シュの紗を用いると，粒径の大きい粉体や短い繊維が脱落

して良質の紙が作製できた。塩ビ樹脂粉体含有率を確認す

ると図４に示すように 80 メッシュの紗による紙では塩ビ樹

脂粉体が９％含有したのに対して，20 メッシュや 40 メッシ

ュでは 1.5％以下に含有率を抑制できた。 
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（２）紙の強伸度 

40 メッシュの紗で試作した塩ビ樹脂粉体 1.5％含有のパ

ルプ繊維による紙とパルプ繊維 100％による紙の強伸度を

比較した。その結果，試作紙は塩ビ樹脂粉体の残留により，

繊維間に滑りが生じ伸び率は 4.8%と比較紙の約３倍になっ

たが，引張強さは 0.007 kN/m と三分の一以下に低下した。 

 再生品化には，不織布を貼り合わせることや接着剤の添

加などの補強が必要であると考える。 

4. まとめ 

塩ビ系壁紙の再資源化として，塩ビ樹脂粉体とパルプ繊

維に分離する装置の開発や紙漉技法の活用により，塩ビ樹

脂粉体含有率が少ない紙の試作に成功した。 

本技術により，壁紙やシート材などへの再生品化が可能

となるとともに，壁紙以外の製品の再資源化も期待できる。 
（平成 19 年 6 月 29 日受付，平成 19 年７月 26 日再受付） 
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図１. 粉砕装置の回転速度と塩ビ樹脂の粒度分布の関係

図２.分離工程と塩ビ樹脂粉体含有率の関係 

図３.回収パルプ繊維による試作紙 

図４.メッシュの違いと塩ビ樹脂粉体含有率の関係 


